
愛と希望の復興

環境未来都市に向けて

平成23年10月25日

岩 沼 市

～江戸時代の貞山堀の運河と居久根に囲まれた歴史的な農村風景を活かし、やす

 らぎと豊かな生活ができるエココンパクトシティーいわぬまを目指す～

参考資料
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将来ビジョン

江戸時代の貞山堀の運河と居久根（いぐね）に

 囲まれた歴史的な農村風景を活かすとともに、

 高齢者も安心で、豊かな生活ができるエココン

 パクトシティーいわぬまを目指す

震災の被害から、一

 
日も早く復旧、復興す

 
るように、被災者全

 
員の生活再建を目指

 
します。

市東部に、沿岸部からの集団移転

 
によりコミュニティの再構築を行った

 
エココンパクトシティーを配置。高齢

 
者が安心して暮らすことができるよ

 
うに、医療クラウドを利用した健康

 
管理と、自立型のエネルギーシステ

 
ムの構築及び緊急時の避難拠点と

 
しても活用可能な千年希望の丘を

 
造成し、人と環境に優しく、そして災

 
害に強いまちづくりを目指します。

超高齢化社会においても、高

 
齢者が安心して働ける場とし

 
て、次世代アグリビジネスが

 
あり、医療産業の振興により

 
、持続可能な経済活動が行

 
われ、市民が健康で、豊かな

 
生活ができる岩沼を目指しま

 
す。

２０２０年 ２０５０年２０１５年
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取組内容（6つの主要事業）

環境-1、超高齢化-2

 

エココンパクトシティーの形成

環境-1

 

千年希望の丘の造成事業

環境-2、超高齢化-2、その他
次世代アグリビジネスの展開事業

環境-2

 

自然エネルギーを活用し

 
たエネルギーマネジメント事業

超高齢化-1

 

国際医療産業都市の形成

環境-1、超高齢化-2

 

医療クラウド導入による

 
高齢者の予防医学推進事業
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A エココンパクトシティーの形成(1)集団移転事業

環境－１

 
自然環境・生物多様性

評価指標－１：沿岸部から市の東部のエココン

 
パクトシティーへの集団移転

数値目標－１：移転ゼロ（平成23年9月現在）

 
→約300世帯の集団移転

（平成26年3月）

取り組み課題：エココンパクトシティの形成のため

 
の災害復興住宅の整備（数値目標－１に対する

 
寄与度：大きい）

エココンパクトシティーの想定範囲

（特に高齢者の集団移転が多い）
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(2)居久根の再生事業

環境－１

 
自然環境・生物多様性

評価指標－３：エココンパクトシティーにおけ

 
る居久根の再生
数値目標－３：なし（平成23年9月現在）→

 
居久根の再生（平成27年3月）

取り組み課題：
・エココンパクトシティーの周囲に、居久根

 
を植林（数値目標－３に対する寄与度：大き

 
い）
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B 千年希望の丘の造成事業

環境－１

 
自然環境・生物多様性

評価指標－２：「がれき」を活用した千年希望の丘の造成

数値目標－２：がれきの撤去中（平成23年9月現在）→千

 
年希望の丘の造成（平成27年3月）

取り組み課題：

・国営公園として、がれきを活用した丘の整備（数値目

 
標－２に対する寄与度：大きい）

・防潮林の再生として、丘の上に、植林（数値目標ー２

 
に対する寄与度：大きい）

優先して整備。

（民間企業や諸外国

 
のネーミングライツを

 
活用した資金調達も

 
検討中）
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（参考）発生がれきの有効利用事業

岩沼市一次仮置場

間組による適正処理

再生コンクリート殻、

埋戻材（環境基準以下）

岩沼市ニ次仮置場

宮城県と契約

廃プラスチック類

（再生利用可能なもの）

土木資材として

 
有効活用

再生処理委託

再生樹脂を利用した植物

 
工場用樹脂架台を製造

（農業再生事業

で利用）

（リサイクル工場）

環境－１

 
自然環境・生物多様性

図

 

千年希望の丘のがれきを活用した造成方法イメージ

評価指標－３

 

：がれきの有効利用
数値目標－３

 

：一次仮置場での仕分け、二次処理の開始

 
（平成23年10月）→土木資材、再生可能な廃プラスチック

 
の分別（平成24年8月）取り組み課題：

・発生がれきの有効利用事業（数値目標－３に対する

 
寄与度：大きい）
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C 自然エネルギー活用モデルタウン

環境－２

 
低炭素・省エネルギー

エココンパクトシティー

太平洋

超省エネ型植物工場（水耕栽培）

千年希望の丘

（避難拠点）

蓄電池センター

評価指標－１：メガソーラー事業者の誘致

数値目標－１：誘致活動開始（平成23年10 
月）→事業化（平成24年12月）

評価指標－２：蓄電池（バッテリー）導入による

 .
エココンパクトシティー、植物工場への電力供給

数値目標－２：事業プラン策定（平成24年8 
月）→実証事業開始（平成24年10月）

取り組み課題：

・メガソーラー事業の誘致（数値目標－１に対する寄与度：大きい）

・エネルギー自立型のエココンパクトシティーの実証事業の実施

 
（数値目標－２に対する寄与度：大きい）

医療産業団地

ＣＥＭＳ

ＨＥＭＳ

ＦＥＭＳ
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（参考）安心なエネルギー供給イメージ

環境－１

 
自然環境・生物多様性

医療産業誘致ゾーン

自然エネルギー立地ゾーン

FEMS

HEMS

エココンパクトシティーの想定範囲

（特に高齢者の集団移転が多い）
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（参考）太陽光発電の平準化システム

環境－２

 
低炭素・省エネルギー

＊メーカーは、日立製作所、パナソニック電工、東芝で調整中
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（参考）スマートグリット監視装置（μEMS）
環境－２

 
低炭素・省エネルギー

＊メーカーは、日立製作所、パナソニック電工、東芝で調整中
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Ｄ
 

国際医療産業都市の整備事業

超高齢化対応-1 医療産業

評価指標－１：国際医療産業都市検討会開催による合意形成

数値目標－１：委員候補の確定（平成23年10月現在）→検討会の実施（平成23年11月～）

評価指標－２：仙台空港周辺に、産学官で連携し、高度医療技術の研究・開発拠点を整備し、医

 
療関連産業の集積を図る

数値目標－２：ゼロ（平成23年9月現在）→3社（平成27年）
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E 医療クラウドシステム導入による高齢者の予防医学推進事業

超高齢化対応-2 地域医療

仙台、岩沼の総合病院

岩沼市のクリニック

評価指標－１：エココンパクトシティー内の福祉施設や高齢者住宅と連携した医療機関とのネットワークを構築

数値目標－１：ゼロ（平成23年10月現在）→エココンパクトシティー内のネットワーク化（平成26年10月）

評価指標－２：エココンパクトシティーの高齢者住宅へのシステム導入

数値目標－２：ゼロ（平成23年10月現在）→50世帯（平成27年10月）

取り組み課題：

 

医療クラウドの病院への導入（数値目標－１に対する寄与度：大きい）

家庭への生活クラウドシステムの導入（数値目標－２に対する寄与度：大きい）
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F 次世代アグリビジネスによる農業の再生

その他

評価指標－１：次世代アグリビジネスにより、被災者の雇用創出を目指す

数値目標－１：ゼロ（平成23年9月現在）→20人（平成24年10月）、50人(平成25年3月)

評価指標－２：岩沼発のモデルの海外展開

数値目標－２：ゼロ（平成23年9月現在）→1カ所（平成24年10月）

取り組み課題：

外食チェーンなどの企業が参加する６次産業化のモデル事業の実施（数値目標－１に対する寄与度：大きい）

 
（数値目標－１に対する寄与度：大きい）

政府による中東、東南アジア、中国への環境技術移転の推進（数値目標－２に対する寄与度：大きい）

栽培棟
600坪

野菜加工工場

外食チェーン
レタスの生産

サンチュの生産

外食チェーン

事務所棟
栽培棟
600坪

野菜加工工場

外食チェーン
レタスの生産

サンチュの生産

外食チェーン

事務所棟
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体制（推進体制）

既に組織している岩沼市震災復興会議を活用し、環境未来都市に関する事項を管理する。

               岩沼市震災復興会議           ［別紙１］  意志決定機関（PDCAチェック機関）

千年希望の丘整備推進タスクフォース

次世代アグリビジネス推進タスクフォース

国際医療産業都市推進タスクフォース

エココンパクトシティ推進タスクフォース

構成メンバー：学識経験者、市、リサイクルコンサルタント

検討内容：市内で発生したがれきを千年希望の丘の建設資材や次世代アグリビジネスの

農業資材として有効利用することを検討する。

構成メンバー：学識経験者、市、地区住民代表、医療関係者

検討内容：集団移転地域の検討、居久根の再生プロセスの検討、高齢者住宅における医療ク

 
ラウド導入による予防医学の推進方法の検討

構成メンバー：［別紙2］

検討内容：国際的な先端医療に関する検討、医療産業の誘致方法の検討、医療産業の誘致

 
エリアの検討

構成メンバー：学識経験者、市、被災農家、外食産業、運営者
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